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翻
訳
や
執
筆
な

ど
、
言
葉
に
よ
る

表
現
に
は
嫌
で
も

新
語
の
創
作
が
必

要
に
な
る
。

　

品
格
欠
如
の
マ
ス
コ
ミ
の

軽
薄
な
新
語
創
作
に
は
日
頃

か
ら
憎
悪
と
嫉
妬
を
覚
え
る

が
、
便
利
だ
か
ら
時
に
は
重

宝
も
さ
せ
て
も
ら
う
。

　

産
婦
人
科
の
救
急
医
療
の

問
題
点
の
一
つ
と
し
て
最
近

の
マ
ス
コ
ミ
は
モ
ン
ス
タ
ー

ハ
ズ
バ
ン
ド
と
い
う
新
語
を

登
場
さ
せ
た
。
さ
ら
に
関
連

用
語
と
し
て
モ
ン
ス
タ
ー
患

者
や
モ
ン
ス
タ
ー
マ
マ
等
の

表
現
を
、
寸
劇
つ
き
の
映
像

で
登
場
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
患
者
が
医
療
現
場
の

混
乱
要
因
に
な
っ
て
い
る
事

は
、
医
療
担
当
者
側
か
ら
は

指
摘
し
た
く
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
患
者
の
せ
い
に
す
る

事
は
医
療
人
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
人
間
力
の
不
足
を

自
ら
認
め
る
事
に
な
る
か
ら

だ
。ま
た
、経
営
上
も
患
者
は

身
勝
手
な
暴
君
で
あ
っ
て
も

絶
対
的
な
神
様
お
客
様
で
、

問
題
点
は
政
策
や
制
度
に
押

し
付
け
る
方
が
無
難
で
あ
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
新
語
「
モ
ン

ス
タ
ー
」
は
適
切
な
表
現
と

も
思
え
ぬ
が
、
医
療
だ
け
で

な
く
、
他
の
分
野
に
も
共
通

の
新
し
い
社
会
現
象
を
表
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

厚
労
省
の「
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
質
向
上
・
効
率
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
指
導

・
監
査
の
３
倍
化
や
、
保
険

者
に
よ
る
不
正
請
求
一
掃
キ

が
管
轄
し
て
い
た
指
導
・
監

査
事
務
が
今
年
10
月
か
ら
近

畿
厚
生
局
に
移
管
さ
れ
、
人

員
増
加
な
ど
の
体
制
強
化
が

具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

歯
科
医
院
へ
の
締
め
付
け
が

強
ま
る
中
、
そ
れ
に
対
し

て
、
行
政
手
続
法
な
ど
の
法

律
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
対
抗
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

同
時
に
協
会
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
大
阪
府
交
渉

で
、
指
導
・
監
査
の
「
民
主

化
」
を
粘
り
強
く
求
め
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
指
導
時
の

録
音
や
弁
護
士
の
帯
同
な
ど

を
い
ち
早
く
認
め
さ
せ
、
実

際
の
個
別
指
導
で
も
大
き
な

　

基
調
報
告
で
は
、
小
澤
力

副
理
事
長
が
指
導
・
監
査
と

混
合
診
療
の
テ
ー
マ
を
取
り

　

「
大
阪
維
新
」
が
目
指
す

道
州
制
の
実
現
と
は
、
実

は
、
05
年
発
表
の
自
民
党
新

憲
法
草
案
を
下
絵
に
し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
橋
下

知
事
は
、
改
憲
路
線
の
上
を

走
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

自
民
党
新
憲
法
草
案
は
、

憲
法
第
92
条
以
下
の
地
方
自

治
条
項
を
全
面
的
に
書
き
改

め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

草
案
は
ま
ず
、「
国
と
地
方

の
役
割
分
担
」

を
前
提
と
し

て
、
自
治
体
の

課
題
を
「
住
民

に
身
近
な
行
政

を
自
主
的
、
自

立
的
か
つ
総
合

的
に
実
施
す
る
こ
と
」
と
規

定
し
た
。
分
か
り
や
す
く
言

え
ば
、
保
育
・
教
育
・
医
療

・
福
祉
等
の
「
住
民
に
身
近

な
行
政
」
は
、
市
に
代
表
さ

れ
る
基
礎
的
自
治
体
が
総
合

的
に
担
う
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
住

民
に
身
近
な
行
政
」
の
費
用

国
家
型
行
政
の
こ
と
で
あ

る
。
自
民
党
改
憲
案
は
、
こ

の
福
祉
国
家
型
行
政
を
基
礎

的
自
治
体
に
押
し
つ
け
、
国

は
そ
こ
か
ら
手
を
引
く
、
と

と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

医
療
を
例
に
と
っ
て
い
え

ば
、厚
労
省
は
近
年
、自
民
党

改
憲
案
を
先
取
り
す
る
か
の

よ
う
に
、
政
府
管
掌
保
険
の

療
や
広
域
医
療
・
保
健
等
の

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム

保
障
に
た
い
す
る
大
阪
府
の

責
任
を
な
い
が
し
ろ
に
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
住
民
の
身
近

な
行
政
」
を
市
町
村
に
押
し

つ
け
、
大
阪
府
を
府
民
福
祉

か
ら
解
放
し
て
関
西
州
に
再

編
し
よ
う
と
す
る
知
事
の
目

論
見
は
、
一
部
、
修
正
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

橋
下
知
事
の
い
う
「
命
・
障

害
・
治
安
の
三
点
」
に
か
か

わ
る
府
政
の
解
体
策
が
、
府

民
の
抵
抗
に
よ
っ
て
一
部
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
大
阪
府
民
も
、
橋

下
知
事
ご
と
き
に
そ
う
そ
う

な
め
ら
れ
て
ば
か
り
で
は
い

な
い
。
改
憲
路
線
を
走
る
橋

下
府
政
に
、
い
ま
、
府
民
は

「
ノ
ー
」の
声
を
轟
か
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
お
わ
り
）

負
担
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

「
そ
の
負
担
を
公
正
に
分
任

す
る
義
務
を
負
う
」
と
さ
れ

る
。
住
民
の
受
益
者
負
担
で

や
れ
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

「
住
民
に
身
近
な
行
政
」

と
は
、
言
い
か
え
る
と
福
祉

い
う
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け

で
あ
る
。

　

橋
下「
大
阪
維
新
」は
こ
れ

を
真
似
て
、
大
阪
府
は
「
住

民
の
身
近
な
行
政
」
に
つ
い

て
は
手
を
引
く
、
そ
れ
は
市

町
村
で
や
っ
て
い
た
だ
く
、

管
轄
を
分
権
化
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
は
都
道
府

県
単
位
の
広
域
連
合
に
責
任

を
分
権
化
し
、
療
養
ベ
ッ
ド

の
削
減
等
の
地
域
医
療
計
画

で
も
分
権
化
を
推
し
進
め
、

医
療
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ

マ
ム
保
障
に
対

す
る
国
の
責
任

を
薄
め
よ
う
と

し
て
き
た
。
橋

下「
大
阪
維
新
」

は
こ
れ
に
便
乗

し
て
、
救
急
医

改
憲
路
線
走
る
橋
下
府
政
に
ノ
ー
を

福
祉
・
医
療
を
な
い
が
し
ろ
に

検　　証

－最終回－

『
橋
下
改
革
』

（
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）

二
宮　

厚
美

ど
合
金
素
材
価
格
が
10
％
以

上
変
動
し
た
と
き
「
随
時
改

定
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
日
の
中
医
協
で
、
日

歯
の
渡
辺
三
雄
委
員
は
「
金

パ
ラ
の
改
定
は
10
％
以
上
変

動
し
た
場
合
と
の
条
件
が
あ

る
た
め
、
こ
こ
１
年
半
ほ
ど

据
え
置
か
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
。
現
行
の
『
６
カ
月
ご

と
、
10
％
以
上
の
変
動
が
あ

る
場
合
』
の
条
件
の
再
検
討

を
要
望
し
た
い
」
と
発
言
、

遠
藤
久
夫
会
長
は
「
材
料
部

会
等
で
検
討
を
進
め
た
い
」

と
し
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
「
歯
科

点
数
早
見
表
・
10
月
版
」
を

９
月
下
旬
に
発
行
す
る
。
Ｂ

５
判
８
頁
、
２
色
刷
り
。

「
４
月
版
」
の
点
数
表
部
分

を
独
立
さ
せ
た
も
の
。
会
員

販
売
価
格
は
５
０
０
円
（
送

料
共
）。
会
員
に
は
１
部
、

金
パ
ラ
合
金
10
月
改
定

協
会
「
早
見
表
」発
行
へ

指導強化への対処法などを熱心に聞く参加者＝８月24日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

無
料
で
郵
送
す
る
。

「高齢者医療廃止法案の
衆議院可決を求める」署名
臨時国会にむけご協力を
　協会は、上記署名の取り組みを、

次の臨時国会開催までに20万筆、国

会終了までに100万筆の目標で取り

組んでいます。８月15日付新聞に折

り込んだ署名用紙に記入のうえ、ぜ

ひ協会までお送りください。

　

10
月
１
日
か
ら
歯
科
用
金

パ
ラ
合
金
の
価
格
が
改
定
さ

れ
る
。
鋳
造
用
金
パ
ラ
合
金

は
、
現
行
１
㌘
７
０
２
円
が

８
０
８
円
に
変
わ
る
。
15
・

１
％
の
引
き
上
げ
。
８
月
27

日
、
厚
労
省
が
中
医
協
に
改

定
案
を
報
告
、
承
認
さ
れ

た
。
金
パ
ラ
使
用
の
イ
ン
レ

ー
、
ク
ラ
ウ
ン
、
ブ
リ
ッ

ジ
、
鉤
、
バ
ー
の
10
月
１
日

装
着
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　

金
パ
ラ
価
格
は
今
年
の
４

月
改
定
時
点
で
逆
ざ
や
が
生

じ
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
望

ま
れ
て
い
た
。
歯
科
用
貴
金

属
価
格
は
６
カ
月
ご
と
に
見

直
し
、
金
や
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な

し
一
方
で
、
財
界
や
政
府
が

「
構
造
改
革
」
路
線
を
堅
持

し
、
指
導
・
監
査
の
強
化
や

混
合
診
療
拡
大
な
ど
、
国
民

に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
改
悪

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

指
摘
し
た
。

　

歯
科
医
院
へ
の
監
視
の
目

は
、
保
険
者
・
地
方
厚
生
局

な
ど
に
よ
る
も
の
と
同
時
に

患
者
と
医
療
機
関
を
対
立
さ

せ
、
患
者
自
身
に
監
視
さ
せ

る
状
況
が
作
り
出
さ
れ
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

混
合
診
療
で
は
、
日
歯
の

保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の

活
用
方
針
に
患
者
の
望
む
歯

科
医
療
と
な
る
の
か
と
疑
問

を
呈
し
、
会
内
で
の
議
論
を

呼
び
か
け
た
。

�

（
関
連
２
面
）

上
げ
た
理
由
を

報
告
。
与
党
内

外
で
社
会
保
障

費
抑
制
の
「
限

界
」
論
が
噴
出

し
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が

一
部
修
正
さ
れ

る
な
ど
、
国
民

の
反
撃
が
政
治

を
動
か
し
始
め

て
い
る
。
し
か

張
っ
て
ほ
し
い
」「
締
め
付

け
に
対
抗
で
き
る
よ
う
な
法

律
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
協
会
活
動

へ
の
賛
意
と
期
待
の
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
。

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
保
健
所
に
よ

る
立
入
検
査
な
ど
、
歯
科
医

院
を
取
り
巻
く
よ
う
に
締
め

付
け
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
指
導
・
監
査
の
体
制

強
化
で
は
、
社
会
保
険
庁
の

解
体
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ

ま
で
大
阪
社
会
保
険
事
務
局

　

協
会
は
、「
指
導
・
監
査
体
制
の
変
貌
～
大
阪
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
近
畿
厚
生
局
へ
～
」

を
テ
ー
マ
に
８
月
24
日
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
過
去
最
高
の
１
６
０
人
が
参
加
、

歯
科
医
院
を
取
り
巻
く
締
め
付
け
の
強
化
や
そ
の
対
処
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

成
果
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
組

織
的
な
対
応
が
欠
か
せ
な
い

と
し
て
、
個
別
指
導
の
情
報

の
集
中
や
、
大
阪
府
と
の
交

渉
へ
の
参
加
な
ど
、
協
会
活

動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
今
後
、
個
別
指
導
時
の

持
参
物
の
簡
素
化
な
ど
を
求

め
て
交
渉
し
て
い
く
改
善
運

動
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
今
後
も
頑

協　　　　　会
サマーセミナー

個
人
的
努
力
と
同
時
に

組
織
的
対
応
で
対
抗 個

別
指
導
な
ど
強
ま
る
締
め
付
け

個
別
か
ら
組
織
的
対
応
で
対
抗
を

指
導
・
監
査
と
混
合
診
療

見
え
な
い「
改
悪
」を
推
進

H20年10月歯科用貴金属価格の随時改訂について（中医協資料より）
H20年４月
改定価格

H20年10月
改定試算

変動率
（％）

歯科用純金地金（金99.99%以上）� 2,981� 3,549� 19.1�
歯科鋳造用14カラット金合金�
インレー用（JIS適合品） 2,594� 2,925� 12.8�

歯科鋳造用14カラット金合金�
鉤用（JIS適合品） 1,945� 2,276� 17.0�

歯科用14カラット金合金鉤用線�
（金58.33%以上） 2,795� 3,126� 11.8�

歯科用14カラット合金用金ろう�
（JIS適合品） 2,496� 2,827� 13.3�

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12%以上JISマーク表示品） 702� 808� 15.1�

歯科非鋳造用金銀パラジウム合金�
板状（金12%以上JISマーク表示品） 680� 794� 16.8�

歯科非鋳造用金銀パラジウム合金
バー状パラタルバー用（金12%以上JIS
マーク表示品）�

712� 826� 16.0�

歯科非鋳造用金銀パラジウム合金�
バー状リンガルバー用（金12%以上JIS
マーク表示品）

601� 715� 19.0�

単位（円／g）

「医療・介護サービスの質
向上・効率化プログラム」

◦不正な保険医療機関、介護サービス事業
者等への指導・監査の強化
◦診療報酬の包括化の普及に伴い、保険医
療機関等の指導・監査を更に強化（個別
指導の数を毎年8000箇所を目指す）
◦更なる指導・監査の強化を図るととも
に、不正な診療を行う保険医療機関等に
対して厳正に対処


